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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを表示する表示装置（２０）を有するコンピュータ・ユニット（１９）を収
容する、手術領域（２２）を拡大して観察する手術用顕微鏡（１２）； 
　前記手術用顕微鏡（１２）に作動可能に結合した、内視鏡画像を取得するデバイス（３
０）；及び
　前記デバイス（３０）の作動状態を設定するための作動パラメータを取得するように設
計された観察者が作動可能な回路（６６）であって、前記手術用顕微鏡（１２）の作動状
態を設定する作動パラメータを修正することにより前記手術領域（２２）内の内視鏡画像
を取得する前記デバイス（３０）と一致した前記手術用顕微鏡の作動状態を設定する回路
（６６）；
を有し、前記内視鏡画像を取得するデバイス（３０）は少なくとも１つの内視鏡（３２、
３２’、３２’’）を有する可視化システム（１０、１０’）において、
　前記手術用顕微鏡（１２）は、前記手術用顕微鏡の作動状態が第１の作動状態にあると
きは、前記手術領域（２２）内に散乱する白色光の検査を可能にし、前記手術用顕微鏡の
作動状態が前記第１の作動状態とは異なる更なる作動状態にあるときは、前記手術領域（
２２）において励起し蛍光を発する第１の染料（５－ＡＬＡ）の規定波長範囲内の蛍光の
検査を可能にし、並びに／又は前記手術領域（２２）における生物組織及び／若しくは物
体の前記規定波長範囲内の自家蛍光の検査を可能にし、前記内視鏡（３２、３２’、３４
、３４’、３６、３６’）は、前記内視鏡の作動状態では、前記手術領域（２２）におい
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て励起し蛍光を発する前記第１の染料（５－ＡＬＡ）の前記規定波長範囲内の蛍光の検査
を可能にし、並びに／又は前記手術領域（２２）における生物組織の前記規定波長範囲内
の自家蛍光の検査を可能にし、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記内視鏡（３２、３２’
、３４、３４’、３６、３６’）は、前記内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、
３６’）が前記内視鏡の作動状態で作動する場合、前記手術用顕微鏡の更なる作動状態を
自動的に設定するように作動、結合可能であることを特徴とする、可視化システム（１０
、１０’）。
【請求項２】
　前記回路は、前記内視鏡画像を取得する前記デバイスを休止状態から起動状態にする起
動回路（６６）であり、前記起動回路（６６）は、ジャイロ・センサ、ホール・センサ、
タッチ・センサ（６８）又は発話センサを含む群からの起動センサを有することを特徴と
する、請求項１に記載の可視化システム。
【請求項３】
　前記内視鏡（３２、３２’、３２’’）は、前記起動回路（６６）を中に配置した内視
鏡本体（３９）を有することを特徴とする、請求項２に記載の可視化システム。
【請求項４】
　前記起動センサは、前記手術用顕微鏡（１２）内に配置することを特徴とする、請求項
２または３に記載の可視化システム。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの内視鏡（３２、３２’）は、前記内視鏡の作動状態が第１の作動
状態にあるときは、前記手術領域（２２）内に散乱する白色光の検査を可能にし、前記内
視鏡の作動状態が前記第１の作動状態とは異なる更なる作動状態にあるときは、前記手術
領域（２２）において励起し蛍光を発する染料（５－ＡＬＡ、ＮａＦｌ、ＩＣＧ）の規定
波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／又は前記手術領域（２２）における生物組
織及び／若しくは物体の前記規定波長範囲内の自家蛍光の検査を可能にすることを特徴と
する、請求項１から４のうちいずれか一項に記載の可視化システム。
【請求項６】
　前記内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、３６’）を起動した場合、及び／又
は前記内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、３６’）を前記観察者が持ち上げた
場合、及び／又は前記内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、３６’）の一部分を
前記手術用顕微鏡（１２）の観察領域内に配置した場合、並びに／又は前記規定波長範囲
内の蛍光及び／若しくは自家蛍光を発生させた場合に、前記手術用顕微鏡（１２）及び前
記内視鏡（３２、３２’）を自動的に作動可能に結合するデバイスを特徴とする、請求項
１から５のうちいずれか一項に記載の可視化システム。
【請求項７】
　請求項１から６のうちいずれか一項に記載の可視化システムにおいて、前記内視鏡の作
動状態では、前記手術領域（２２）において励起し蛍光を発する更なる染料（ＮａＦｌ）
の更なる規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、及び／又は前記手術領域（２２）にお
ける生物組織の前記更なる規定波長範囲内の自家蛍光の試験を可能にする、更なる内視鏡
（３４、３４’、３６、３６’）であって、前記手術用顕微鏡（１２）は、前記手術用顕
微鏡の更なる作動状態では、前記手術領域（２２）において励起し蛍光を発する更なる染
料（ＮａＦｌ）の前記更なる規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／又は前記
手術領域（２２）における生物組織及び／若しくは物体の前記更なる規定波長範囲内の自
家蛍光の試験を可能にし、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記内視鏡（３４、３４’、３
６、３６’）は、前記内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）の更なる作動状態で作動す
る場合、前記手術用顕微鏡の更なる作動状態を自動的に設定するように作動、結合可能で
あることを特徴とする、可視化システム。
【請求項８】
　前記更なる内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）を起動した場合、及び／又は前記更
なる内視鏡（３４、３４’、３４、３４’、３６、３６’）を前記観察者が持ち上げた場
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合、及び／又は前記更なる内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）の一部分を前記手術用
顕微鏡（１２）の観察領域内に配置した場合、並びに／又は前記更なる規定波長範囲内の
蛍光及び／若しくは自家蛍光を発生させた場合、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記更な
る内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）を自動的に作動可能に結合するデバイスを特徴
とする、請求項７に記載の可視化システム。
【請求項９】
　請求項１から８のうちいずれか一項に記載の可視化システムにおいて、前記内視鏡の作
動状態では、前記手術領域（２２）において励起し蛍光を発する更なる染料（ＩＣＧ）の
更なる規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／又は前記手術領域（２２）にお
ける生物組織及び／若しくは物体の前記更なる規定波長範囲内の自家蛍光の試験を可能に
する、更なる内視鏡（３６、３６’）であって、前記手術用顕微鏡（１２）は、前記手術
用顕微鏡の更なる作動状態では、前記手術領域（２２）において励起し蛍光を発する前記
更なる染料（ＩＣＧ）の前記更なる規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／又
は前記手術領域（２２）における生物組織及び／若しくは物体の前記更なる規定波長範囲
内の自家蛍光の検査を可能にし、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記内視鏡（３４、３４
’、３６、３６’）は、前記内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）を前記内視鏡の更な
る作動状態で作動する場合、前記手術用顕微鏡の更なる作動状態を自動的に設定するよう
に作動、結合可能であることを特徴とする、可視化システム。
【請求項１０】
　前記更なる内視鏡（３６、３６’）を起動した場合、及び／又は前記更なる内視鏡（３
６、３６’）を前記観察者が持ち上げた場合、及び／又は前記更なる内視鏡（３４、３４
’、３６、３６’）の一部分を前記手術用顕微鏡（１２）の観察領域内に配置した場合、
並びに／又は前記更なる規定波長範囲内の蛍光及び／若しくは自家蛍光を発生させた場合
、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記更なる内視鏡（３６、３６’）を自動的に作動可能
に結合するデバイスを特徴とする、請求項９に記載の可視化システム。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの内視鏡は、ビデオ内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、
３６’）として具現化することを特徴とする、請求項１から１０のうちいずれか一項に記
載の可視化システム。
【請求項１２】
　前記表示装置（２０）に表示した、前記手術領域（２２）の内視鏡画像を前記表示装置
（２０）に対して回転させるデバイス（３０）を特徴とする、請求項１から１１のうちい
ずれか一項に記載の可視化システム。
【請求項１３】
　画像データを表示する表示装置（２０）を有するコンピュータ・ユニット（１９）を収
容する、手術領域（２２）を拡大して観察する手術用顕微鏡（１２）； 
　前記手術用顕微鏡（１２）に作動可能に結合した、内視鏡画像を取得するデバイス（３
０）；及び
　前記デバイス（３０）の作動状態を設定するための作動パラメータを取得するように設
計された観察者が作動可能な回路（６６）であって、前記手術用顕微鏡（１２）の作動状
態を設定する作動パラメータを修正することにより前記手術領域（２２）内の内視鏡画像
を取得する前記デバイス（３０）と一致した前記手術用顕微鏡の作動状態を設定する回路
（６６）；
を有する可視化システム（１０、１０’）において、
　前記手術領域（２２）内の内視鏡画像を取得するデバイス（３０）は、少なくとも１つ
の内視鏡（３２、３２’）を収容し、前記少なくとも１つの内視鏡（３２、３２’）は、
前記内視鏡の作動状態が第１の作動状態にあるときは、前記手術領域（２２）内に散乱す
る白色光の検査を可能にし、前記内視鏡の作動状態が前記第１の作動状態とは異なる更な
る作動状態にあるときは、前記手術領域（２２）において励起し蛍光を発する染料（５－
ＡＬＡ、ＮａＦｌ、ＩＣＧ）の規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／又は前
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記手術領域（２２）における生物組織及び／若しくは物体の前記規定波長範囲内の自家蛍
光の検査を可能にすることを特徴とする、可視化システム（１０、１０’）。
【請求項１４】
　前記回路は、前記内視鏡画像を取得するデバイスを休止状態から起動状態にする起動回
路（６６）であり、前記起動回路（６６）は、ジャイロ・センサ、ホール・センサ、タッ
チ・センサ（６８）又は発話センサを含む群からの起動センサを有することを特徴とする
、請求項１３に記載の可視化システム。
【請求項１５】
　前記内視鏡（３２、３２’、３２’’）は、前記起動回路（６６）を中に配置した内視
鏡本体（３９）を有することを特徴とする、請求項１４に記載の可視化システム。
【請求項１６】
　前記起動センサは、前記手術用顕微鏡（１２）内に配置することを特徴とする、請求項
１４または１５に記載の可視化システム。
【請求項１７】
　前記手術用顕微鏡（１２）は、前記手術用顕微鏡の作動状態が第１の作動状態にあると
きは、前記手術領域（２２）内に散乱する白色光の検査を可能にし、前記手術用顕微鏡の
作動状態が前記第１の作動状態とは異なる更なる作動状態にあるときは、前記手術領域（
２２）において励起し蛍光を発する第１の染料（５－ＡＬＡ）の規定波長範囲内の蛍光の
検査を可能にし、並びに／又は前記手術領域（２２）における生物組織及び／若しくは物
体の前記規定波長範囲内の自家蛍光の検査を可能にし、前記内視鏡（３２、３２’、３４
、３４’、３６、３６’）は、前記内視鏡の作動状態では、前記手術領域（２２）におい
て励起し蛍光を発する前記第１の染料（５－ＡＬＡ）の前記規定波長範囲内の蛍光の検査
を可能にし、並びに／又は前記手術領域（２２）における生物組織の前記規定波長範囲内
の自家蛍光の検査を可能にし、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記内視鏡（３２、３２’
、３４、３４’、３６、３６’）は、前記内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、
３６’）が前記内視鏡の作動状態で作動する場合、前記手術用顕微鏡の更なる作動状態を
自動的に設定するように作動、結合可能であることを特徴とする、請求項１３から１６の
うちいずれか一項に記載の可視化システム。
【請求項１８】
　前記内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、３６’）を起動した場合、及び／又
は前記内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、３６’）を前記観察者が持ち上げた
場合、及び／又は前記内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、３６’）の一部分を
前記手術用顕微鏡（１２）の観察領域内に配置した場合、並びに／又は前記規定波長範囲
内の蛍光及び／若しくは自家蛍光を発生させた場合に、前記手術用顕微鏡（１２）及び前
記内視鏡（３２、３２’）を自動的に作動可能に結合するデバイスを特徴とする、請求項
１７に記載の可視化システム。
【請求項１９】
　請求項１７または１８に記載の可視化システムにおいて、前記内視鏡の作動状態では、
前記手術領域（２２）において励起し蛍光を発する更なる染料（ＮａＦｌ）の更なる規定
波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、及び／又は前記手術領域（２２）における生物組織
の前記更なる規定波長範囲内の自家蛍光の試験を可能にする、更なる内視鏡（３４、３４
’、３６、３６’）であって、前記手術用顕微鏡（１２）は、前記手術用顕微鏡の更なる
作動状態では、前記手術領域（２２）において励起し蛍光を発する更なる染料（ＮａＦｌ
）の前記更なる規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／又は前記手術領域（２
２）における生物組織及び／若しくは物体の前記更なる規定波長範囲内の自家蛍光の試験
を可能にし、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）
は、前記内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）の更なる作動状態で作動する場合、前記
手術用顕微鏡の更なる作動状態を自動的に設定するように作動、結合可能であることを特
徴とする、可視化システム。
【請求項２０】
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　前記更なる内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）を起動した場合、及び／又は前記更
なる内視鏡（３４、３４’、３４、３４’、３６、３６’）を前記観察者が持ち上げた場
合、及び／又は前記更なる内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）の一部分を前記手術用
顕微鏡（１２）の観察領域内に配置した場合、並びに／又は前記更なる規定波長範囲内の
蛍光及び／若しくは自家蛍光を発生させた場合、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記更な
る内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）を自動的に作動可能に結合するデバイスを特徴
とする、請求項１９に記載の可視化システム。
【請求項２１】
　請求項１７から２０のうちいずれか一項に記載の可視化システムにおいて、前記内視鏡
の作動状態では、前記手術領域（２２）において励起し蛍光を発する更なる染料（ＩＣＧ
）の更なる規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／又は前記手術領域（２２）
における生物組織及び／若しくは物体の前記更なる規定波長範囲内の自家蛍光の試験を可
能にする、更なる内視鏡（３６、３６’）であって、前記手術用顕微鏡（１２）は、前記
手術用顕微鏡の更なる作動状態では、前記手術領域（２２）において励起し蛍光を発する
前記更なる染料（ＩＣＧ）の前記更なる規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに
／又は前記手術領域（２２）における生物組織及び／若しくは物体の前記更なる規定波長
範囲内の自家蛍光の検査を可能にし、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記内視鏡（３４、
３４’、３６、３６’）は、前記内視鏡（３４、３４’、３６、３６’）を前記内視鏡の
更なる作動状態で作動する場合、前記手術用顕微鏡の更なる作動状態を自動的に設定する
ように作動、結合可能であることを特徴とする、可視化システム。
【請求項２２】
　前記更なる内視鏡（３６、３６’）を起動した場合、及び／又は前記更なる内視鏡（３
６、３６’）を前記観察者が持ち上げた場合、及び／又は前記更なる内視鏡（３４、３４
’、３６、３６’）の一部分を前記手術用顕微鏡（１２）の観察領域内に配置した場合、
並びに／又は前記更なる規定波長範囲内の蛍光及び／若しくは自家蛍光を発生させた場合
、前記手術用顕微鏡（１２）及び前記更なる内視鏡（３６、３６’）を自動的に作動可能
に結合するデバイスを特徴とする、請求項２１に記載の可視化システム。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの内視鏡は、ビデオ内視鏡（３２、３２’、３４、３４’、３６、
３６’）として具現化することを特徴とする、請求項１３から２２のうちいずれか一項に
記載の可視化システム。
【請求項２４】
　前記表示装置（２０）に表示した、前記手術領域（２２）の内視鏡画像を前記表示装置
（２０）に対して回転させるデバイス（３０）を特徴とする、請求項１３から２３のうち
いずれか一項に記載の可視化システム。
【請求項２５】
　請求項１から２４のうちいずれか一項に記載の可視化システム（１０）を作動させる方
法において、
　前記手術用顕微鏡（１２）の作動状態を設定する作動パラメータうちの少なくとも１つ
は、前記デバイス（３０）の作動状態を設定するための作動パラメータうちの少なくとも
１つを調節したときに、前記手術用顕微鏡（１２）の作動状態が前記デバイス（３０）の
作動状態と一致するように修正されることを特徴とする、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可視化システムに関し、この可視化システムは、画像データを表示する表示
装置を有するコンピュータ・ユニットを収容した、手術領域を拡大して観察する手術用顕
微鏡、及び内視鏡画像データを表示する手術用顕微鏡に作動可能に結合した、手術領域内
内視鏡画像データ取得デバイスを有する。更に、本発明は、手術用顕微鏡及び内視鏡画像
取得デバイスを有する可視化システムを作動させる方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　米国特許第６，３９８，７２１Ｂ１号は、そのような可視化システムを開示している。
当該明細書に記載されているのは、スタンド上に保持される顕微鏡ユニットを有し、観察
光ビーム路による拡大下、手術領域を観察する光学部品組立体を収容する手術用顕微鏡で
ある。この可視化システムは、内視鏡検査デバイスを有し、内視鏡検査デバイスは、顕微
鏡ユニット内に形成した電気接点により手術用顕微鏡に接続できるビデオ内視鏡として具
現化できる。
【０００３】
　ＵＳ２００５／００２０８７６Ａ１は、手術用顕微鏡を有する可視化システムを開示し
ており、この手術用顕微鏡は、顕微鏡ユニットを有し、内視鏡画像データは、手術用顕微
鏡の中に表示できる。内視鏡画像データを取得する目的では、この可視化システム内のス
タンド・デバイスで受ける内視鏡がある。顕微鏡に対する内視鏡の位置は、スタンドで参
照できる。このことにより、手術システムの観察画像内の内視鏡画像を正確な場所及び位
置で可視化可能にする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第６，３９８，７２１Ｂ１号
【特許文献２】ＵＳ２００５／００２０８７６Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　可視化システムを提供し、外科用可視化システムの作動方法を規定することが、本発明
の目的であり、この可視化システムにより、外科手術の間、内視鏡画像を観察者に人間工
学的に有利な様式で表示可能にする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、請求項１で規定する可視化システム、及び請求項１５で規定する可視化シ
ステムの作動方法によって達成される。本発明の有利な実施形態は、従属請求項で規定す
る。
【０００７】
　本発明のケースでは、手術用顕微鏡は、好ましくは実体顕微鏡として具現化する顕微鏡
ユニットを有するシステムを意味し、この顕微鏡ユニットは、スタンドで受け、観察者が
手術領域を拡大して観察可能であるものと理解されたい。顕微鏡ユニットは、観察光ビー
ム路により手術領域を可視化するように設計できる。しかし、観察者のために、デジタル
で取得した画像を表示装置にもたらす顕微鏡ユニットを提供することも可能である。本発
明の意味の範囲内の手術用顕微鏡の一例は、Ｃａｒｌ　Ｚｅｉｓｓ　Ｍｅｄｉｔｅｃ　Ａ
Ｇが製造、供給するＯＰＭＩ（登録商標）Ｐｅｎｔｅｒｏ（登録商標）システムである。
【０００８】
　本発明の意味の範囲内の内視鏡は、体腔を観察、検査するための光学機器である。本発
明の意味の範囲内の内視鏡は、好ましくは長手方向に延在する内視鏡本体を有する。本発
明では、ビデオ内視鏡は、体腔のデジタル可視化を可能にする内視鏡であると理解してい
る。ビデオ内視鏡は、画像センサ上で手術領域を画像化するデバイスを収容する。本発明
の意味の範囲内では、内視鏡画像データは、ビデオ内視鏡により取得した画像データであ
る。
【０００９】
　本発明では、可視化システムは、作動情報を取得するように設計した、観察者が作動可
能な回路を収容し、前記回路は、手術用顕微鏡に対する作動情報が存在する場合に、手術
領域内内視鏡画像データ取得デバイスと一致した手術用顕微鏡の作動状態を設定すること
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を提案する。
【００１０】
　例として、回路は、手術領域内の内視鏡画像取得デバイス内の全体又は部分的に配置で
きる。
【００１１】
　手術領域内内視鏡画像取得デバイスと一致する手術用顕微鏡の作動状態は、例えば、手
術用顕微鏡の観察画像の倍率を設定するシステム（拡大システム）の特定設定、手術用顕
微鏡の対象領域を照らす照明光をもたらす照明システムの特定設定、又は手術用顕微鏡の
照明ビーム路内及び／若しくは観察ビーム路内のフィルタの特定設定、或いは手術用顕微
鏡の表示装置の特定構成から構成できる。
【００１２】
　本明細書では、回路は、内視鏡画像取得デバイスを休止状態から起動状態にし、起動セ
ンサを収容する起動回路とすることができる。本明細書では、本発明の概念は、ジャイロ
・センサ、ホール・センサ、タッチ・センサ又は発話センサを含む群からのセンサとして
起動センサを具現化するものである。
【００１３】
　本発明によれば、手術領域内内視鏡画像取得デバイスは、少なくとも１つの内視鏡を有
することを提案する。この場合、起動センサは、好ましくは内視鏡の内視鏡本体内に配置
する。しかし、起動センサは、手術用顕微鏡自体の中にも配置できることに留意されたい
。
【００１４】
　本発明の概念は、手術領域内内視鏡画像取得デバイスは、少なくとも１つの内視鏡を収
容し、少なくとも１つの内視鏡は、第１の作動状態では、手術領域内に散乱する白色光の
検査を可能にし、第１の作動状態とは異なる、内視鏡の更なる作動状態では、手術領域に
おいて励起し蛍光を発する５－ＡＬＡ、フルオレセインナトリウム（ＮａＦｌ）若しくは
インドシアニン・グリーン（ＩＣＧ）等の染料の規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし
、並びに／又は手術領域における生物組織及び／若しくは物体の規定波長範囲内の自家蛍
光の検査を可能にすることである。
【００１５】
　染料５－ＡＬＡは、例えば４００ｎｍ≦λ≦４１０ｎｍの波長を有する光で励起し蛍光
を発する。すると、この波長λの蛍光は、６２０ｎｍ≦λ≦７１０ｎｍに当てはまる。染
料ＮａＦｌは、４６０ｎｍ≦λ≦５００ｎｍの波長を有する光で励起し蛍光を発する。こ
の工程では、５４０ｎｍ≦λ≦６９０ｎｍの波長範囲の蛍光が発生する。染料ＩＣＧを励
起させ蛍光を発生させるには、染料ＩＣＧは、波長７００ｎｍ≦λ７８０ｎｍの波長を有
する光に当てなければならない。すると、この波長λで放出される蛍光は、８２０ｎｍ≦
λ≦９００ｎｍの波長範囲内にある。
【００１６】
　手術用顕微鏡は、手術用顕微鏡の第１の作動状態では、手術領域内に散乱する白色光の
検査を可能にし、第１の作動状態とは異なる、手術用顕微鏡の更なる作動状態では、手術
領域において励起し蛍光を発する第１の染料、例えば５－ＡＬＡの規定波長範囲内の蛍光
の検査を可能にし、並びに／又は手術領域における生物組織及び／若しくは物体の規定波
長範囲内の自家蛍光の検査を可能にすることも、本発明の概念である。本明細書では、内
視鏡は、手術用顕微鏡の第１の作動状態では、手術領域に散乱する白色光の検査を可能に
し、第１の作動状態とは異なる、手術用顕微鏡の更なる作動状態では、手術領域において
励起し蛍光を発する第１の染料、例えば５－ＡＬＡの規定波長範囲内の蛍光の検査を可能
にし、並びに／又は手術領域における生物組織及び／若しくは物体の規定波長範囲内の自
家蛍光の検査を可能にするように設計する。したがって、内視鏡の更なる作動状態及び手
術用顕微鏡の更なる作動状態は、互いに一致する。本明細書では、手術用顕微鏡及び内視
鏡は、好ましくは、更なる内視鏡作動状態を設定すると、手術用顕微鏡の更なる作動状態
が自動的に設定される、即ち内視鏡の更なる作動状態の設定によって作動するように互い
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に作動可能に結合する。
【００１７】
　更に、内視鏡を起動した場合、及び／又は内視鏡を観察者が持ち上げた場合、及び／又
は内視鏡の一部分が手術用顕微鏡の観察領域内に配置された場合、並びに／又は規定波長
範囲内の蛍光及び／若しくは自家蛍光を発生させた場合、手術用顕微鏡及び第１の内視鏡
を自動的に作動可能に結合するデバイスを可視化システム内に設けることは、本発明の概
念である。
【００１８】
　本発明によれば、可視化システム内に更なる内視鏡があることも提案し、この更なる内
視鏡は、内視鏡の少なくとも１つの作動状態では、手術領域において励起し蛍光を発する
更なる染料、例えばＮａＦｌの更なる規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／
又は手術領域における生物組織及び／若しくは物体の更なる規定波長範囲内の自家蛍光の
試験を可能にし、手術用顕微鏡は、第１の動作状態とは異なる、手術用顕微鏡の更なる動
作状態では、手術領域において励起し蛍光を発する更なる染料、例えばＮａＦｌの規定波
長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／又は手術領域内の生物組織及び／若しくは物
体の規定波長範囲内の自家蛍光の検査を可能にし、手術用顕微鏡及び内視鏡は、内視鏡を
この内視鏡の更なる作動状態で作動する場合、手術用顕微鏡の更なる作動状態を自動的に
設定するように作動、結合可能である。本明細書では、本発明の概念は、具体的には、手
術用顕微鏡及び更なる内視鏡を自動的に作動可能に結合するデバイスを自動的に実施する
、即ち、更なる内視鏡の受入れ及び／又は観察領域内への更なる内視鏡の一部分の配置に
よって、並びに／又は蛍光及び／若しくは自家蛍光の発生によって、及び／又は内視鏡を
起動した場合、及び／又は更なる内視鏡を観察者が持ち上げた場合、及び／又は更なる内
視鏡の一部分を手術用顕微鏡の観察領域内に配置した場合、並びに／又は規定波長範囲内
の蛍光及び／若しくは自家蛍光を発生させた場合、作動する。
【００１９】
　特に、可視化システム内に更なる内視鏡を提供でき、この更なる内視鏡は、内視鏡の少
なくとも１つの作動状態では、手術領域において励起し蛍光を発する更なる染料、例えば
ＩＣＧの更なる規定波長範囲内の蛍光の検査を可能にし、並びに／又は手術領域における
生物組織及び／若しくは物体の更なる規定波長範囲内の自家蛍光の試験を可能にし、手術
用顕微鏡は、第１の作動状態とは異なる、手術用顕微鏡の更なる作動状態では、手術領域
において励起し蛍光を発する更なる染料、例えばＩＣＧの更なる規定波長範囲内の蛍光の
検査を可能にし、並びに／又は手術領域における生物組織及び／若しくは物体の規定波長
範囲内の自家蛍光の検査を可能にし、手術用顕微鏡及び内視鏡は、内視鏡をこの内視鏡の
作動状態で作動する場合、手術用顕微鏡の更なる作動状態を自動的に設定するように作動
、結合可能である。
【００２０】
　次に、本明細書では、本発明の概念は、更なる内視鏡を起動した場合、及び／又は更な
る内視鏡を観察者が持ち上げた場合、及び／又は更なる内視鏡の一部分が手術用顕微鏡の
観察領域内に配置された場合、並びに／又は更なる規定波長範囲内の蛍光及び／若しくは
自家蛍光を発生させた場合、手術用顕微鏡及び更なる内視鏡を自動的に作動可能に結合す
ることである。
【００２１】
　本発明による可視化システムでは、少なくとも１つの内視鏡は、具体的にはビデオ内視
鏡として具現化できる。
【００２２】
　更に、可視化システムは、表示装置に表示した手術領域の内視鏡画像を表示装置に対し
て回転させるデバイスも有することを提案する。
【００２３】
　手術領域を拡大して観察する手術用顕微鏡を収容し、内視鏡画像データを表示する手術
用顕微鏡に作動可能に結合する手術領域内内視鏡画像データ取得デバイスを有する、可視
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化システムの本発明による作動方法では、手術用顕微鏡の少なくとも１つの作動パラメー
タは、ビデオ内視鏡の少なくとも１つの作動パラメータを調節する際、修正する、及び／
又はビデオ内視鏡の少なくとも１つの作動パラメータは、手術用顕微鏡の少なくとも１つ
の作動パラメータを調節する際、変更する。
【００２４】
　以下、図面に概略的に示す本発明の有利な例示的実施形態を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】手術用顕微鏡、並びに第１のビデオ内視鏡、第２のビデオ内視鏡及び第３のビデ
オ内視鏡を用いる内視鏡画像データ取得デバイスを有する第１の可視化システムの図であ
る。
【図２】電子画像データ取得デバイスにおける第１のビデオ内視鏡を貫通する切断図であ
る。
【図３】外科用可視化システムにおける手術用顕微鏡の設計図である。
【図４】手術用顕微鏡における照明システムのフィルタ・ホイールの図である。
【図５】手術用顕微鏡の観察ビーム路内に配置したフィルタ・ホイールの図である。
【図６ａ】手術用顕微鏡の表示装置における表示図である。
【図６ｂ】手術用顕微鏡の表示装置における表示図である。
【図６ｃ】手術用顕微鏡の表示装置における表示図である。
【図６ｄ】手術用顕微鏡の表示装置における表示図である。
【図６ｅ】ビデオ内視鏡の全画面観察画像の図である。
【図７】手術用顕微鏡、並びに第１のビデオ内視鏡、第２のビデオ内視鏡及び第３のビデ
オ内視鏡を用いる内視鏡画像データ取得デバイスを有する更なる可視化システムの図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１に示す可視化システム１０は、外科用可視化システムである。可視化システム１０
は、手術用顕微鏡１２を備え、手術用顕微鏡１２は、スタンド１４で受ける顕微鏡ユニッ
ト１６及びコンソール端末１８を有し、コンソール端末１８は、タッチ・センシティブ表
示装置２０を有するコンピュータ・ユニット１９を収容する。手術用顕微鏡１２は、術者
が双眼顕微鏡観視ユニット２４で手術領域を立体的に観察することを可能にし、この双眼
顕微鏡観視ユニット２４は、共通の顕微鏡主要対物レンズ２８を通る左側観察光ビーム路
２６ａ及び右側観察光ビーム路２６ｂを有する観測接眼レンズ１０２、１０４を有する。
【００２７】
　可視化システム１０には、内視鏡画像データ取得デバイス３０がある。デバイス３０は
、第１のビデオ内視鏡３２、第２のビデオ内視鏡３４及び第３のビデオ内視鏡３６を収容
する。ビデオ内視鏡３２は、手術領域２２内に散乱する白色光、及び手術領域２２におい
て励起し蛍光を発する染料５－ＡＬＡの蛍光を取得することによって、手術領域２２の検
査を可能にする。
【００２８】
　ビデオ内視鏡３４は、手術領域２２内に散乱する白色光、及び励起し蛍光を発する染料
フルオレセインナトリウム（ＮａＦｌ）の蛍光を取得することによって、手術領域２２を
検査する役割を果たす。
【００２９】
　ビデオ内視鏡３６は、手術領域２２内に散乱する白色光、及び手術領域２２において励
起し蛍光を発する染料インドシアニン・グリーン（ＩＣＧ）の蛍光の取得による、手術領
域２２の検査に適している。
【００３０】
　手術用顕微鏡１２のタッチ・センシティブ表示装置２０は、第１に、顕微鏡ユニット１
６の光学画像化パラメータ並びにビデオ内視鏡３２、３４及び３６の光学画像化パラメー
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タの制御及び調節を可能にし、第２に、ビデオ内視鏡３２、３４、３６又は顕微鏡ユニッ
ト１６により観察する対象領域２２の個別又は同時の可視化を可能にする。
【００３１】
　図２は、図１からの第１のビデオ内視鏡３２の設計を示す。ビデオ内視鏡３２は、長手
方向３７に延在する内視鏡本体３９を有し、ハンドル３８は、内視鏡本体３９に連結し、
電気エネルギー貯蔵部４１は、前記ハンドル内に配置する。電気エネルギー貯蔵部４１は
、電池である。しかし、原則的に、電気エネルギー貯蔵部４１として高性能蓄電器を備え
ることも可能である。ビデオ内視鏡３２は、白色光作動モード及び蛍光作動モードにおけ
る対象領域４６の観察を可能にする。この目的で、ビデオ内視鏡３２は、観察光学部品４
０を収容し、観察光学部品４０は、対物レンズ組立体４２を有し、光伝達システム４４及
び折りたたみ鏡４５を備え、赤外光に反応する画像センサ４８及び可視スペクトル範囲内
の光に反応する画像センサ５０に、手術領域２２の画像を選択式に供給するようにする。
【００３２】
　手術領域２２を照らすために、ビデオ内視鏡３２には、白色ＬＥＤ５４、及び蛍光染料
を狭帯域幅内で励起し蛍光を発生できる光をもたらす光源５６を有する照明システム５２
がある。この目的で、照明システム５２は、光導波路５８を収容し、切り替え可能な折り
たたみ鏡６０を有し、この折りたたみ鏡６０により、白色光ＬＥＤ５４からの光又は光源
５６からの光により対象領域４６を選択的に照らすことを可能にする。対物レンズ組立体
４２により手術領域２２で散乱し、伝達システム４４に到達する、蛍光物体、例えば染料
ＩＣＧから生じる蛍光を抑制可能にするために、ビデオ内視鏡３２には、切り替え可能な
放出フィルタ６４があり、放出フィルタは、選択的に、画像化光ビーム路６２を中に入れ
、且つ画像化光ビーム路６２を外すことができる。
【００３３】
　ビデオ内視鏡３２は、内視鏡本体３９内に配置した起動回路６６を収容する。起動回路
６６は、起動センサとしてハンドル３８内に統合したタッチ・センサ６８を有し、この起
動センサにより、観察者の手が、ビデオ内視鏡３２のハンドル３８を持ち上げたことを検
出することが可能であり、次に、ビデオ内視鏡３２を休止モードから作業モードの状態に
するようにする。この場合、起動回路６６は、ビデオ内視鏡３２と手術用顕微鏡１２との
作動可能な結合を自動的に行う。ビデオ内視鏡３２は、起動回路６６により手術用顕微鏡
１２のコンピュータ・ユニット１９で登録する。次に、ビデオ内視鏡３２は、コンピュー
タ・ユニット１９に電子画像データをワイヤレス送信し、電子画像データは、手術用顕微
鏡１２のタッチ・センシティブ表示装置２０で表示できる。
【００３４】
　観察者がハンドル３８を手から離した場合、このことは、タッチ・センサ６８により検
出される。すると、起動回路６６は、ビデオ内視鏡３２を休止モードに戻す。このように
して、ビデオ内視鏡３２の電気エネルギー消費量は、ビデオ内視鏡３２が備えられている
だけで使用されていないときに最小化できる。
【００３５】
　図１の第２のビデオ内視鏡３４及び第３のビデオ内視鏡３６の設計は、原則的に、第１
のビデオ内視鏡３２の設計に対応する。しかし、このケースでは、白色光ＬＥＤの他に、
第２のビデオ内視鏡３４及び第３のビデオ内視鏡３６はそれぞれ、染料５－ＡＬＡ又はＮ
ａＦｌからの蛍光の励起及び検出に同調させた光源及び放出フィルタを収容する。ここで
も、上記した機能を有するタッチ・センサを有する起動回路がある。
【００３６】
　図３は、可視化システム１０における手術用顕微鏡１２の顕微鏡ユニット１６の設計を
説明する。顕微鏡ユニット１６は、顕微鏡主要対物レンズ７４を通る観察ビーム路７０、
７２により、手術領域２２の立体観察を可能にする。ズーム・システム７６、７８は、観
察ビーム路７０、７２の倍率設定のために顕微鏡ユニット１６内に設ける。顕微鏡ユニッ
ト１６には、手術領域２２を照明光で照らすための、光源８２を有する照明システム８０
がある。
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【００３７】
　光源８２によって放出された光は、放射フィールド停止部８６の平面において、コリメ
ート光学部品８４によってコリメートされ、照明ビーム路９２により、集光レンズ８８及
び顕微鏡主要対物レンズ２８を介して手術領域２２内に案内される。照明システム８０は
、調節可能フィルタ・ホイール９４を収容し、調節可能フィルタ・ホイール９４は、駆動
部９５により調節可能であり、手術領域２２に案内する照明光のスペクトル組成を設定す
るための異なるフィルタを有する。
【００３８】
　図４は、フィルタ・ホイール９４の平面図を示す。フィルタ・ホイール９４は、穴あき
停止部９６ｄ及び照明フィルタ９６ａ、９６ｂ、９６ｃを有し、照明フィルタ９６ａ、９
６ｂ、９６ｃにより、染料ＩＣＧ又は５－ＡＬＡ又はＮａＦｌを照明フィルタ９６ａ、９
６ｂ、９６ｃで励起し蛍光を発生できるように照明光のスペクトル組成を設定することが
可能であり、こうした染料の蛍光波長に対応する波長を有する光は、工程内でフィルタ処
理する。
【００３９】
　各ケースにおいて、顕微鏡ユニット１６の左側観察ビーム路７０及び右側観察ビーム路
７２内に調節可能な１つのフィルタ・ホイール１１２がある。図５は、フィルタ・ホイー
ル１１２の平面図を示す。フィルタ・ホイール１１２は、フィルタ１１６ａ、１１６ｂ、
１１６ｃ及び穴あき停止部１１６ｄを含む。フィルタ１１６ａ、１１６ｂ、１１６ｃの伝
送特性は、照明フィルタ９６ａ、９６ｂ、９６ｃの伝送特性と一致する。フィルタ１１６
ａ、１１６ｂ、１１６ｃを使用して、染料ＩＣＧ又は５－ＡＬＡ又はＮａＦｌの蛍光を励
起する光を抑制し、これらの染料の蛍光波長を有する光を通す。
【００４０】
　染料５－ＡＬＡを中に蓄積させた組織構造体を、手術領域２２内で蛍光によって可視化
するには、フィルタ・ホイール９４のフィルタ９６ａを照明ビーム路９２に切り替え、フ
ィルタ・ホイール１１２のフィルタ１１６ａを左側観察ビーム路７０及び右側観察ビーム
路７２内に配置する。これに応じて、染料ＩＣＧを中に蓄積させた組織構造体を手術領域
２２内で可視化するには、フィルタ９６ｂを照明ビーム路９２内に配置し、対応するフィ
ルタ・ホイール１１２のフィルタ１１６ｂを左側観察ビーム路７０及び右側観察ビーム路
７２内に位置決めする。染料ＮａＦｌを含む組織構造体を可視化するには、フィルタ９６
ｃを照明ビーム路９２に切り替え、フィルタ・ホイール１１２のフィルタ１１６ｃを左側
観察ビーム路７０及び右側観察ビーム路７２内に位置決めする。
【００４１】
　顕微鏡ユニット１６には、ＩＲ光を取得するカメラ１０８、及び可視スペクトル範囲内
の蛍光を取得できるカメラ１１０がある。カメラ１０８及びカメラ１１０は、図１に示す
手術用顕微鏡１２のコンピュータ・ユニット１９に接続する。
【００４２】
　図６ａは、ビデオ内視鏡３２、３４、３６の起動によって作動した表示装置２０の表示
１１８を示す。これは、現在、どのビデオ内視鏡を使用して作業を行っているかについて
観察者に通知するものである。
【００４３】
　図６ｂは、起動したビデオ内視鏡３２、３４、３６を制御する制御ボタンを有する、表
示装置２０の表示１１８を示す。制御ボタン１２３は、起動したビデオ内視鏡３２、３４
、３６に対応して、白色光により手術領域２２を観察する作動モードと、蛍光の取得によ
って手術領域２２を観察する作動モードとの間をオペレータが切り替えることを可能にす
る。本明細書では、顕微鏡ユニット１６の作動モードも、ビデオ内視鏡３２、３４、３６
を対応する起動回路によって白色光作動モードと蛍光作動モードとの間を切り替えると、
白色光作動モードから蛍光作動モードへ切り替えられ、その逆も同様に切り替えられる。
この方策の結論は、手術用顕微鏡１２の作動状態が、可視化システム１０内で利用するビ
デオ内視鏡３２、３４、３６の作動状態と常に自動的に一致するということである。
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【００４４】
　図６ｃ及び図６ｄはそれぞれ、表示装置２０におけるビデオ内視鏡３２、３４、３６か
らの観察画像、及び顕微鏡ユニット１６からの観察画像を示す。本明細書では、ビデオ内
視鏡３２、３４、３６及び顕微鏡ユニット１６からの観察画像は、異なる寸法を有する２
つの相互に分離したフィールド１２４、１２６内で可視化される。このケースでは、それ
ぞれのより小さなフィールド１２６に触れることにより、観察者は、顕微鏡ユニット１６
からの観察画像又は選択したビデオ内視鏡３２、３４、３６からの観察画像をより大きな
フィールド１２４内に選択的に表示させることができる。
【００４５】
　任意選択で、対応するビデオ内視鏡３２、３４、３６の観察画像を自動的にもたらして
より大きなフィールド１２４内に表示させることを可視化システム内に実現でき、このこ
とは、観察者が特定のビデオ内視鏡３２、３４、３６を持ち上げるか又は切り替えること
によって作動する。即ち、このケースでは、ビデオ内視鏡３２、３４、３６用起動センサ
６８は、手術用顕微鏡１２内に統合され、起動回路６６は、いずれの場合も手術用顕微鏡
１２内に部分的に位置し、且つビデオ内視鏡３２、３４、３６内に部分的に位置する。
【００４６】
　図６ｅは、ビデオ内視鏡３２、３４、３６の全画面１２８の観察画像を示す。観察者は
、回転方向を辿るように表示装置２０上を手の指で軽くこすることにより、又は手の指で
表示装置２０の画像の所望の回転位置１２８、１２８’を触れることにより、この全画面
１２８を回転できる。
【００４７】
　外科用可視化センサの代替実施形態では、ビデオ内視鏡３２、３４、３６は、起動回路
６６内の起動センサとして、タッチ・センサではなくジャイロ・センサも有することがで
き、このジャイロ・センサが、対応するビデオ内視鏡３２、３４、３６の変位を検出する
と、これらを作業状態に切り替えることに留意されたい。外科用可視化センサの代替実施
形態として、起動回路内にホール・センサを設けることも可能であり、ホール・センサに
より、対応するビデオ内視鏡３２、３４、３６が、ビデオ内視鏡３２、３４、３６のホー
ル・センサ部分で規定の磁界にさらされる休止位置の外に移動したかどうかを検出するこ
とが可能である。更に、ビデオ内視鏡を休止状態から作業状態に切り替えるために、起動
回路６６内に、起動センサとして上述のセンサではなく発話センサを設けることができる
ことに留意されたい。
【００４８】
　図７は、手術用顕微鏡１２、並びに第１のビデオ内視鏡３２’、第２のビデオ内視鏡３
４’及び第３のビデオ内視鏡３６’で電子画像データを取得するデバイスを有する更なる
可視化システム１０’を示す。図７の可視化システム１０’の組立体及び要素が、前の図
からの要素及び組立体に対応する限り、これらは、参照符号として同じ番号により識別す
る。ビデオ内視鏡３２’、３４’、３６’を手術用顕微鏡１２に接続するために、ここで
は、プラグ１３２を有するケーブル１３０、及び手術用顕微鏡１２のコンソール端末１８
内に形成したソケット１３４を設ける。このケースでは、プラグ１３２をソケット１３４
に差し込むことで、対応するビデオ内視鏡３２’、３４’、３６’内に配置した起動回路
を作動させ、この起動回路が起動すると、対応するビデオ内視鏡３２’、３４’、３４’
は手術用顕微鏡１２のコンピュータ・ユニット１９によって登録され、起動回路は、対応
するビデオ内視鏡３２’、３４’、３６’のための作業作動モードを設定する。この方策
の結果は、次に、対応するビデオ内視鏡３２’、３４’、３６’の作動パラメータを表示
装置２０で表示することであり、したがって、ビデオ内視鏡３２’、３４’、３６’の観
察画像の表示を可能にする。反対に、ビデオ内視鏡３２’、３４’、３６’と手術用顕微
鏡１２との間の差し込み接続が開放されると、その結果、手術用顕微鏡１２における、対
応するビデオ内視鏡３２’、３４’、３６’の登録が解除され、対応するビデオ内視鏡は
、休止モードの状態になる。
【００４９】
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　要するに、具体的には、以下を記載すべきである。本発明は、手術領域２２を拡大して
観察する手術用顕微鏡１２を有する可視化システム１０、１０’に関し、手術用顕微鏡１
２は、画像データを表示する表示装置２０を有するコンピュータ・ユニット１９を有する
。可視化システム１０、１０’は、手術領域２２内内視鏡画像データ取得デバイス３０を
備え、このデバイス３０は、内視鏡画像データを表示する手術用顕微鏡１２に作動可能に
結合する。手術領域２２内内視鏡画像データ取得デバイス３０は、作動情報を取得するよ
うに設計した、観察者が作動可能な回路６６を収容し、前記回路は、手術用顕微鏡１２に
対する作動情報が存在する場合に、手術領域２２内内視鏡画像取得デバイス３０と一致し
た手術用顕微鏡の作動状態を設定する。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　可視化システム
　１０’　可視化システム
　１２　手術用顕微鏡
　１４　スタンド
　１６　顕微鏡ユニット
　１８　コンソール端末
　１９　コンピュータ・ユニット
　２０　表示装置
　２２　手術領域
　２４　双眼顕微鏡観視ユニット
　２６ａ　観察ビーム路
　２６ｂ　観察ビーム路
　２８　主要顕微鏡対物レンズ
　３０　内視鏡画像データ取得デバイス
　３２　ビデオ内視鏡
　３２’　ビデオ内視鏡
　３２’’　ビデオ内視鏡
　３４　ビデオ内視鏡
　３４’　ビデオ内視鏡
　３６　ビデオ内視鏡
　３６’　ビデオ内視鏡
　３７　長手方向
　３８　ハンドル
　３９　内視鏡本体
　４０　観察光学部品
　４１　電気エネルギー貯蔵部
　４２　対物レンズ組立体
　４４　光伝達システム
　４５　折りたたみ鏡
　４６　対象領域
　４８　画像センサ
　５０　画像センサ
　５２　照明システム
　５４　白色光ＬＥＤ
　５６　光源
　５８　光導波路
　６０　折りたたみ鏡
　６２　画像化ビーム路
　６４　発光フィルタ



(14) JP 6713780 B2 2020.6.24

10

20

30

　６６　起動回路
　６８　タッチ・センサ
　７０　観察ビーム路
　７２　観察ビーム路
　７４　主要顕微鏡対物レンズ
　７６　ズーム・システム
　７８　ズーム・システム
　８０　照明システム
　８２　光源
　８４　コリメート光学部品
　８６　放射フィールド停止部
　８８　集光レンズ
　９２　照明ビーム路
　９４　フィルタ・ホイール
　９５　駆動部
　９６ａ　フィルタ
　９６ｂ　フィルタ
　９６ｃ　フィルタ
　９６ｄ　停止部
　１０２　接眼レンズ
　１０４　接眼レンズ
　１０８　カメラ
　１１０　カメラ
　１１２　フィルタ・ホイール
　１１６ａ　フィルタ
　１１６ｂ　フィルタ
　１１６ｃ　フィルタ
　１１６ｄ　穴あき停止部
　１１８　表示装置
　１２３　制御ボタン
　１２４　フィールド
　１２６　フィールド
　１２８　画像
　１２８’　画像
　１３０　ケーブル
　１３２　プラグ
　１３４　ソケット
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